

















日新聞 2017 年 1 月 6 日）に目を移すと、『言葉の
真価は、誰が言ったかではなく、誰が聞いたかで
定まる』とある。これは、言葉の真価は、どんな
場面・状況で聞いたかで定まると言い換えられよ
う。切り出されたことばのみのコンテストにはせ
ずに、ことばとそのエピソードをつづる作文コン
テストとしていることに合点がいくと共に、その
狙いにハッとさせられた。
　心に残るその一言に戻り、いくつかを続けて紹
介したい。
　・プラスはマイナスから書き始める
　・一緒に宇宙に行こう
　・祈っているからね
　・ごらんになって
　・わからないままでもいい
　この中には、心に響いた理由が想像できるもの
もあろう。しかし、『ごらんになって』が心に響い
た理由は何だろうか。この一言には、『空にかかっ
た虹を、「見て」ではなく「ごらんになって」と指
した園長先生。美しい言葉が、虹をよりいっそう
美しく感じさせたのだと思う』というエピソード
が添えられている。ことばのみの脆弱さを感じる
一方、その一言のチカラが思い知らされた。
　もう１つ。『わからないままでもいい』は、「私
の折々のことばコンテスト 2017」の審査委員長を
務めた、哲学者の鷲田清一氏の講評に添えられて
いたその一言である。講評には、『意味のわからな
いことばと出会い、衝撃を受けたという体験を書
いた作品もあったらよかった。本にあることばで
も、自分を揺さぶる、胸をどんどん突いてくるこ
とがあります。不安のまま、わからないままでも
いいんです。ことばとの格闘こそ、自分を変える
パワーとなるんです。』とある。わずか11文字だが、
氏の『わからないままでもいい』は、中大・高大
連携事業を担う研究・連携支援センターの心に響
くその一言であった。
　2017 年度のリエゾン業務を振り返ると、出張講
義や大学施設を利用した体験授業等の連携事業が
50 件、京町家新柳居での市民講座や連続講演会『京
都で油を語る』『和の花と生き物文化の再生』、京
町家トークイベントなどの講座等が 31 件、研修会
やイベント等への講師派遣が 30 件である（2018
年 1 月末時点）。近年、こうしたリエゾン業務は多
様化と増大の傾向にあり、本学の認知の高まりと
広がり、本学への期待を映し出したものとして喜
ばしく感じております。その一方で、教職員のみ
なさまには、連携事業の実施におきまして多大な
負担をおかけしているかと存じます。この場を借
りて、ご支援とご協力に御礼申し上げます。
　「地域と共に生きる大学」を担う一翼として尽力
する所存であります。今後とも、連携事業へのご
理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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